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秋のよそおい から、 いきなり防寒 対策が 必要な季節に なりま した 。  

現在会員登録数 4,574 人さま。次号は 12 月 20 日発行の予定 で す／  
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●講演と対談 「日本 児童文学  戦後 80 年」  

藤田のぼるさ んと宮 川健郎 IICLO 前理事長に、戦後、 日本児 童文学はどの よ

う な 歴 史 を た ど っ て き た の か 、 社 会 が 大 き く 変 化 す る 中 で 、 こ れ か ら の 児 童

文学はどうあ るべき かについてお 話しい ただきます。  

日時： 12 月 14 日（日）  13： 00～ 16： 00 

場所：大阪府 立中央 図書館  ２階  多目的 室  

講師：藤田のぼる さん（児童文学評論家、作 家、日本児童文学 者協 会理事長）  

宮川健郎さん （ IICLO 理事、武蔵野 大学名 誉教授、児童 文学研 究者）  

定員： 50 人  参加費 ： 1000 円  

※  詳細・お申し込 み は↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/02_lecture/index.html#20251214  

大阪府立中央 図書館 では、12 月 28 日（日 ）まで 、関連企画 展示「日本児童 文

学戦後 80 年のあゆみ 」を開催中。  ※解 説執筆：宮川 健郎  協力： IICLO 

 

●  ≪ご寄付をお願 い します≫  当 財団の 運営を応援い ただけ る個人、法人の  

皆 さ ま か ら の ご 寄 付 を 募 っ て い ま す 。 寄 付 金 は 、 当 財 団 が 行 う 講 座 ・ 講 演 会

など、さまざ まな事 業経費に充て させて いただきます 。  

※詳細は  →  http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html  

※ Syncable（ シ ン カ ブ ル ） ＝ 継 続 寄 付 （ 毎 年 ／ 毎 月 ）、 単 発 寄 付 が 選 べ ま す 。 

→  https://syncable.biz/associate/19800701  
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*****************************************************************  

《１》この本 読んだ ？  Yasuko's ＆  Takeo's Talk 

*****************************************************************  

『 読 書 会 を 魔 女 と い っ し ょ に や っ て み た ら 』  濱 野 京 子 /作  米 田 絵 理 /絵  

あかね書房  2025 年 10 月  対象年齢 ：小 学校高学年以 上  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/02_lecture/index.html#20251214
http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html
https://syncable.biz/associate/19800701


＊今回のゲス トは 当 財団理事の宮 川健郎 さん（Ｔ）で す。  

あらすじ：９か月前に 青葉野小学校 に転校 してきた６年 生の稀 桜（きお）は 、

野 乃 花 （ の の か ） と 仲 良 し 。 あ る 日 、 稀 桜 は 、 ふ だ ん は 行 か な い 商 店 街 の

＜ オ ー プ ン ス ペ ー ス ☆ 黒 猫 ＞ で 大 人 た ち が 絵 本 の 読 書 会 を し て い る の を 見

か け て 、 中 に 入 り 、 ス ペ ー ス の オ ー ナ ー の 愛 沙 （ あ い さ ） さ ん と い う 魔 女

の よ う な 女 性 に 出 会 う 。 そ れ か ら 、 稀 桜 は 、 野 乃 花 、 同 級 生 の 高 瀬 く ん 、

小 林 く ん 、 静 奈 と ＜ 黒 猫 ＞ で 読 書 会 を 行 い 、 そ の あ と 、 一 箱 本 棚 の 書 店 兼

私 設 図 書 館 を 見 学 に 行 っ て 、 ＜ 黒 猫 ＞ で 同 じ よ う な ス ペ ー ス を 作 り た い と

思うようにな る。  

Ｔ ： 読 書 好 き の 子 ど も た ち が 大 人 の 読 書 会 を 見 た こ と で 、 自 主 的 に 読 書 会 を

始めるという 過程が 自然に描かれ 、おも しろいと思い ました 。  

Ｙ ： ５ 人 の 子 ど も た ち が 好 き な 本 に よ っ て 個 性 が わ か る よ う に な っ て い て 、

マ ン ガ 好 き な 子 か ら 絵 本 好 き な 子 、 同 じ 本 を 何 度 も 読 む 子 か ら い ろ い ろ な

本 を 幅 広 く 読 む 子 ま で い る こ と で 、 読 書 は 自 由 で 多 様 だ と い う メ ッ セ ー ジ

が伝わる点も よかっ たです。  

Ｔ ： 初 め て の 読 書 会 の と き 、 最 初 ５ 人 は 「 お も し ろ か っ た 」 と い う 感 想 し か

言 え ま せ ん が 、 愛 沙 さ ん の 声 が け で 、 そ れ ぞ れ が 違 う と こ ろ に 「 お も し ろ

さ 」 を 感 じ て い た こ と を 発 見 し ま す 。 等 身 大 の 子 ど も た ち が 描 か れ て い ま

す。  

Ｙ ： 主 人 公 の 稀 桜 は 何 に も も の お じ し な い タ イ プ で 、 親 友 の 野 乃 花 は 大 人 し

い 性 格 。 読 書 会 の 運 営 を 通 し て そ れ ぞ れ が お 互 い の よ さ を 見 つ け 、 率 直 な

言 葉 で コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が と れ る よ う に な っ て い く 過 程 が 楽 し か っ た で

す 。 ま た 、 ５ 人 の 中 に ２ 人 の 男 子 が い ま す が 、 恋 愛 で は な く 、 さ っ ぱ り と

し た 友 情 と し て 描 か れ て い る 点 も こ ん な ふ う に 男 女 が 友 だ ち 関 係 に な れ た

らなと思いな がら読 みました。  

Ｔ：「本」が仲立 ちの 関係だからね。５ 人 の読書会は、大人 た ちの支援もあっ

て 、 最 後 に は ＜ 黒 猫 ＞ の 場 所 を 使 っ て 書 店 兼 私 設 図 書 館 を 作 る こ と に な り

ます。読者の 子ども たちは自分た ちもで きそうと思え るでし ょう。  

ま た 、 支 援 を す る 個 性 的 な 大 人 の 描 か れ 方 も 興 味 深 か っ た で す 。 そ の中

の 一 人 で あ る 魔 女 の よ う な 愛 沙 さ ん は 、 こ の 場 所 で 古 本 屋 を し て い た 父 親

と け ん か し て 海 外 へ 行 っ た と 書 か れ て い ま す 。 二 人 に 何 が あ っ た の か も う

少し知りたい と思い ながら読みま した。  

Ｙ ： 私 も そ の 部 分 は 気 に な り ま し た 。 一 方 、 大 人 た ち が 子 ど も を 尊 重 し て い

る姿はうれし くなり ました。  

ところで、こ の作品 には多くの子 どもの 本が出てきま す。  

Ｔ：ブックリスト の 役割も果たし ていま すね。エンデ『はて しない物語 』（岩

波書店）やカニグ ズ バーグ『クローデ ィ アの秘密』（ 岩波書店 ）を稀桜のお

母 さ ん が 読 ん だ と い う 部 分 や 、 静 奈 が 古 田 足 日 『 大 き い １ 年 生 と 小 さ な ２

年生』（ 偕成社）を何 度も読んだと いう箇 所があり、古 典的作 品の再評価と

いう役割も果 たして います。  

Ｙ：新しい本 への目 配りにも納得 しまし た。  

こ の 作 品 は 、 商 店 街 の 過 疎 問 題 、 図 書 館 や 書 店 が 周 り に な い と い う 問題

な ど 、 現 代 の 社 会 問 題 を 子 ど も た ち の 視 点 で 描 き 、 物 語 を 通 し て 解 決 法 の

一つを提示し ていま す。濱野さん らしい と思いました 。  

 

*****************************************************************  

《２》イーハ トヴ周 遊  宮沢賢治 の童話 を読破する  

*****************************************************************  

第 123 回「大礼服の 例外的効果 」  

 礼服を纏う 校長  

 

式 典 の 日 、 や や 緊 張 し た 面 持 ち の 校 長 の ま え に 、 新 し い 手 袋 を は め た 旗 手 と



三人の級長が やって きます。旗手 は富沢と いう学生。彼 が学内に 掲示した〈わ

れ ら は わ れ ら の 信 ぜ ざ る こ と を な さ ず 〉 と い う 宣 言 文 へ の 対 応 に 、 こ こ 数 週

間 、 校 長 は と て も 頭 を 悩 ま せ た の で し た 。 今 、 眼 前 に て ま じ め に 振 る 舞 う 富

沢 の 真 意 を 校 長 は 測 り か ね ま す が 、 そ れ で も み ん な が 真 っ 直 ぐ に 並 ん で 礼 を

すると、校長 は少し 頷きつつ、だ まって 部屋の隅にあ る校旗 を指します。  

 

校 旗 を 手 に し た 富 沢 は 眼 を あ げ て 校 長 を 見 、 校 長 は 〈 き ま り 悪 そ う に ち ょ っ

と う つ む い て 眼 を そ ら し な が ら 〉 ぶ る ぶ る ふ る え る 手 で 手 袋 を は め ま す 。 徳

育 会 で 〈 ご ま か し の な い 国 体 の 意 義 を 知 り た い 〉 と 詰 問 し た 富 沢 の こ と を 思

い出しつつ 、〈卒業の 証書も生活の 保証も 命さえも要ら ないと 云っているこ の

若者の何と美 しくし かも扱いにく いこと よ〉と考えま す。  

 

一 方 、 富 沢 は 校 長 の 大 礼 服 の 細 や か な 金 彩 が 、 明 る い 雪 の 反 射 で ち ら ち ら 顫

える美しさに 魅了さ れていました 。〈この 人はこの正直 さでこ こまで立身し た

のだ〉と思い 、大礼 服姿の校長に 恍惚と します。物語 はここ で終わります 。  

 

式 典 の 種 類 は 明 か さ れ ま せ ん が 、 厳 粛 か つ 滞 り な く 式 を 進 め た い 校 長 に と っ

て 、 旗 手 ・ 富 沢 は 治 安 や 秩 序 を 乱 し か ね な い 危 険 分 子 で す 。 予 測 で き な い 存

在 を 前 に 、 不 安 と 緊 張 で 震 え る 校 長 の 臆 病 が 描 か れ ま す が 、 し か し 富 沢 の 視

線 は 「 大 礼 服 」 と い う 衣 服 の 美 と 、 校 長 に ま で 登 り 詰 め て き た 〈 正 直 さ 〉 に

注がれていま す。  

 

衣 服 お よ び 着 衣 の 役 割 ・ 機 能 に つ い て 、 安 東 由 則 は 社 会 の 要 求 す る 〈「 規 範 」

な ど を 〈 私 〉 自 身 の 身 に 付 け 、 組 み 込 む 〉 と と も に 、 近 代 以 降 、 我 が 国 に 積

極 的 に 取 り 入 れ ら れ た 制 服 は 〈 社 会 的 な 「 規 範 」 が よ り 強 く 編 み 込 ま れ 〉 た

も の で 、〈 身 体 の 規 律 ・ 訓 練 を 行 い 、「 従 順 な 身 体 」 を 作 り 上 げ る た め の 大 い

なる手段〉であっ た と指摘してい ます（「 近代学校の「身体 規 律」に関する社

会学的考察」 1996 年）。  

 

〈 き ゅ う く つ 〉 に 大 礼 服 を 着 て い る 校 長 は 、 宣 言 〈 わ れ ら の 信 ぜ ざ る こ と を

な さ ず 〉 を 掲 げ る 学 生 に 美 を 見 出 し な が ら も 、 彼 ら の 逸 脱 を 恐 れ る 存 在 で も

あります。こ の校長の 両義性は富沢 によっ て可視化され 、大礼服 の「例外的」

効 果 と し て 語 ら れ る わ け で す が 、 礼 服 を 纏 う 校 長 に 対 す る 皮 肉 が 込 め ら れ て

いるようにも 感じま す。（ペ吉 ）  

 

（本文の引用 は、『宮 沢賢治コレク ション ２  注文の多 い料理 店』により まし

た。）  

 

*****************************************************************  

《３》子ども の本の 珠玉のことば  ７７  

*****************************************************************  

 

 自 転 車 を 押 し 歩 き な が ら 、 煉 瓦 の 道 を 進 み 、 広 場 の 前 に 出 た と た ん 、 あ た

しははっとし て息を 吞んだ。  

 目 に 飛 び 込 ん で き た の は 、 西 日 に 照 ら さ れ て 、 軽 や か に ス ピ ー デ ィ に 飛 び

跳 ね る 姿 ― ― 知 っ て い る 顔 だ っ た 。 跳 ぶ 影 が 鮮 や か に 入 れ 替 わ る 。 そ の 顔 も

知っていた。 心の中 で叫んでいた 。  

 

 うそぉ！  なんで あの二人が一 緒にい るんだよー！  

 

（『フュー ジョン』  濱野京子 /著  講談 社  2008 年 2 月  p.6）  

 

対談で紹介し た濱野 京子の 17 年前の作品 『フュージョ ン』か らの引用です 。



中 学 ２ 年 生 の 朋 花 （ と も か ） は 、 夏 休 み 、 高 校 教 師 の 母 親 に 対 す る い ら 立 ち

か ら 行 先 も 決 め ず 、 自 転 車 を ぶ っ 飛 ば し て い ま す 。 朋 花 の 兄 は 、 成 績 優 秀 で

「 い い 子 」 で し た が 、 両 親 と け ん か を し 、 突 然 家 出 を し て 行 方 不 明 で す 。 そ

ん な 時 、 朋 花 が 家 か ら 離 れ た 都 立 公 園 に や っ て き て 目 に し た 様 子 が 引 用 に な

ります。  

優等生の美咲 と、ヤ ンキーで茶髪 の玲奈（れな）、そし て玲奈 のパシリとい う

噂 の あ る 玖 美 （ く み ） が 、 ２ 本 の 縄 を 使 っ て 跳 ぶ 縄 跳 び で あ る 「 ダ ブ ル ダ ッ

チ 」 を し て い た の で す 。 朋 花 は 、 ダ ブ ル ダ ッ チ に 魅 せ ら れ 、 親 に も 唯 一 の 友

だ ち で あ る 彩 乃 （ あ や の ） に も 言 わ ず 、 い っ し ょ に 練 習 を す る よ う に な り ま

す。  

そ し て 、 美 咲 、 玲 奈 、 玖 美 が 自 分 の 思 っ て い た 人 物 と は ま っ た く 異 な る こ と

を 知 っ て い き 、 ダ ブ ル ダ ッ チ を 通 し て 少 し ず つ 友 情 を 築 い て い き ま す 。 そ の

過 程 が と て も 丁 寧 に 描 か れ て い る こ と が こ の 作 品 の 魅 力 で す 。 そ し て 、 美 咲

た ち を 理 解 し 、 受 け 入 れ よ う と す る こ と に よ っ て 、 メ ー ル に 写 真 だ け 添 付 し

て送ってくる 兄や両 親についても 考える ようになりま す。  

も う 一 つ の 魅 力 は 何 と い っ て も ダ ブ ル ダ ッ チ の 練 習 や 発 表 の 時 の 描 写 で す 。

フ ュ ー ジ ョ ン は 、 音 楽 に 合 わ せ て ダ ン ス し な が ら 縄 を 跳 ぶ ダ ブ ル ダ ッ チ の 競

技 の 一 つ だ と の こ と で 、 読 む だ け で 、 縄 の 音 や 音 楽 が 聞 こ え た り 、 縄 を 跳 び

な が ら 体 を リ ズ ミ カ ル に 動 か し て い る 様 子 が 目 に 見 え た り す る よ う な 気 が し

ま す 。 再 読 し て 、 改 め て 「 自 分 ら し さ 」 や 「 友 情 」 が 濱 野 作 品 に 共 通 し て い

ると思いまし た。（ Ｙ ）  

 

*****************************************************************  

《４》  行って来ま し た！   

*****************************************************************  

あべのハルカ ス美術 館で 12 月 14 日まで開催されてい る「手 塚治虫  ブラ ッ

ク・ジャ ック展」に 行ってきまし た。「ブ ラック・ジャック」は手塚治虫の 無

免許の天才外 科医ブ ラック・ジャックが主 人公の医療マ ンガで 、「週刊少年 チ

ャンピオン 」に 1973 年から連載さ れ、全 243 作あります 。今回 の展示では 500

点 以 上 の 「 ブ ラ ッ ク ・ ジ ャ ッ ク 」 の 原 稿 に 加 え 、 連 載 当 時 の 『 週 刊 少 年 チ ャ

ンピオン』や 1970 年代に発行され た単行 本、 200 以上のエピソ ードの直筆原

稿がありまし た。  

全 体 の 構 成 は 、 個 性 豊 か な キ ャ ラ ク タ ー た ち の 裏 話 や 謎 を 紹 介 し た 第 １ 室

「 Ｂ ・ Ｊ （ 筆 者 注 ： ブ ラ ッ ク ・ ジ ャ ッ ク の 略 称 ） と キ ャ ス ト た ち 」、『 ブ ラ ッ

ク・ジャ ック』を生 み出すにいた る背景 を語る第２室「Ｂ・Ｊ誕生秘話 」、キ

ャラクターや 描かれ るテーマなど のさま ざまな視点で約 140 話の原稿を展 示

した第３室「Ｂ・Ｊ 曼荼羅」、連載 当時の 社会背景と今 なぜ「ブラック・ジャ

ック」かを 問う第４室「Ｂ・Ｊ 蘇生」と なっ ていて、見 ごたえがあ りました。  

「 Ｂ ・ Ｊ 誕 生 秘 話 」 で は 、 元 手 塚 治 虫 氏 の マ ネ ー ジ ャ ー で 現 ・ 手 塚 プ ロ ダ ク

ション代表取 締役社 長の松谷孝征 さん、「 ブラック・ジャック 」初代担当編集

者 の 岡 本 三 司 さ ん 、 手 塚 の 子 ど も た ち の イ ン タ ビ ュ ー 動 画 が あ り 、 虫 プ ロ 倒

産 か ら 復 活 と い う た い へ ん な 時 期 に 「 ブ ラ ッ ク ・ ジ ャ ッ ク 」 が 描 か れ た こ と

がわかります 。  

「 Ｂ ・ Ｊ 曼 荼 羅 」 は 、 生 の 原 稿 と パ ネ ル で 、 多 く の エ ピ ソ ー ド が 紹 介 さ れ て

い る と 同 時 に 、 タ イ ト ル に は 日 本 語 の 他 に 、 英 語 、 中 国 語 、 韓 国 語 も つ い て

いて、手塚が いかに 国際的なマン ガ家で あるかがわか ります 。  

私 は 小 学 校 の 頃 、 叔 父 が 買 っ て い た 『 ブ ラ ッ ク ・ ジ ャ ッ ク 』 の 単 行 本 を 叔 父

の 家 に 行 く ご と に 楽 し み に 読 ん で い ま し た 。 本 展 示 を 観 る と 、 そ の 時 の 記 憶

が鮮やかによ みがえ ってきました 。特に、ピノコの誕生 の場面 の「畸形嚢腫 」



や 、 戦 時 中 に 頭 に 受 け た 傷 の せ い で 記 憶 喪 失 に な っ て い た お じ さ ん が ブ ラ ッ

ク・ジ ャックの手 術で 記憶を取り戻 して 30 万ガロンのガ ソリン の隠し場所を

思 い 出 し て 、 新 た に 戦 争 を 起 こ さ な い た め に 爆 発 さ せ る 「 と ざ さ れ た 記 憶 」

などを改めて 読んで 、手塚治虫の 天才的 な才能を感じ ました 。  

そ こ に は 、 第 ４ 室 の メ ッ セ ー ジ に あ る よ う に 、 現 代 社 会 と 通 じ る テ ー マ が 数

多 く あ り 、 も う 一 度 、『 ブ ラ ッ ク ・ ジ ャ ッ ク 』 全 話 を 再 読 し た く な り ま し た 。

（Ｋ）  

あべのハルカ ス美術 館  https://www.aham.jp/ 

 

*****************************************************************  

《５》  宮川健郎  私 の出会った児 童文学 者たち  第２ ５回  

*****************************************************************  

第５章  古田 足日先 生  

その３  社会 にひら く「散文」（下）  

 

昨年（ 2024 年）は、古田足日・田畑 精一 の絵本『おしい れの ぼうけん』（ 童心

社 1974 年）の刊行 50 周年でした。私が古 田足日先生（ 1927～ 2014 年）に出

会ったのは 、『おし い れのぼうけん 』が刊 行された、つ ぎの年 。私は 19 歳で

した。  

この連載では 、「 思い 出話」を語 るだけで はなく、私 の出会っ た児童文学作 家

や 評 論 家 の 仕 事 に 対 す る 考 察 や 、 さ ら に は 、 そ こ か ら 、 現 代 児 童 文 学 史 の と

らえ直しも試 みます 。ご愛読くだ さい。  

今回で、第５章「古 田 足日先生」はおわ りま す。来月は休載さ せて いただき、

2026 年１月配信 の第 185 号からは第６章「 鳥越信先生」 です。  

＜本編はこち らから ＞  

http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/watashinodeatta.html  

 

*****************************************************************  

《６》  富安陽子  腕 だめし  ＳＴ ＯＲＹ  ＣＯＭＰＥ． ２０２ ５  

*****************************************************************  

第２回「富 安陽子  腕だめし  Ｓ ＴＯＲ Ｙ  ＣＯＭＰＥ．２０ ２５ 」を開 催！  

２つのキーワ ードを 使った童話作 品を募 集します。400 字詰め原稿用紙５～ 10

枚で、未発表 作品に 限ります。  

◎第２回のキ ーワー ド…「パン 」「ワニ 」  

募集期間： 11 月 20 日（水）～ 2026 年２月 ２日（日）  

第１回同様、 富安理 事長がおもし ろい作 品５～６点を 選び、 ２月 20 日（金）

の メ ー ル マ ガ ジ ン で 公 開 。 読 者 に い ち ば ん お も し ろ い と 思 っ た 作 品 に 投 票 し

ていただき、 １位と ２位を決定し ます。  

＜詳細、応募 方法は こちらをご覧 くださ い＞  

http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/storycompe.html  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【３】全国の イベン ト紹介  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

● 講 演 会 「 時 代 で 変 わ る マ ン ガ の カ タ チ  マ ン ガ の 歴 史 を 実 物 資 料 で 体 験 し

てみよう！」  

講師：新美琢 真（マ ンガ研究者、 京都国 際マンガミュ ージア ム学芸室員 ）  

日時： 12 月６日（土 ） 14： 00～ 16： 00 定員： 50 人  参加費 ：無料  

場所：大阪府 立中央 図書館  多目 的室  

http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/watashinodeatta.html
http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/storycompe.html


主催：大阪府 立中央 図書館  国際児童文 学 館  

 

上記イベント の詳細 およびその他 の講座 ・講演会、展 示会、 公募情報につ い  

ては、こちら からご 覧ください。 ↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html  

※イベント情 報をお 送りください 。当財 団ＨＰに掲載 させて いただきます ／  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【４】プレゼ ント  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

今号のコラム《１ 》「 この本読んだ ？」で 紹介しました『読 書 会を魔女といっ

し ょ に や っ て み た ら 』 を プ レ ゼ ン ト し ま す 。 ご 希 望 の 方 は 、 プ レ ゼ ン ト 応 募

フ ォ ー ム か ら 、（ 1） お 名 前  （ 2） 郵 便 番 号 ・ 住 所  （ 3） 電 話 番 号  （ 4） メ ー

ルアドレス、よろし ければ  （ 5）このメル マガのご感想 をお書 きのうえ  ご応

募ください。  

応募フォーム ⇒  https://forms.gle/uL2TpNhMEYWJpnQ9A  

締切は 12 月 10 日（水）、当選 発表は発送 を もって代えさ せてい ただきます／  

 

編┃集┃長┃ の┃つ ┃ぶ┃や┃き ┃  

━┛━┛━┛ ━┛━ ┛━┛━┛━ ┛  

事務所の窓か ら見え る公園の色づ いた桜 の葉が目を楽 しませ てくれます。 む

かしは、紅葉 と言え ば「モミジ」 と思い こんでいまし たが、 最近、広葉樹 は

黄色やだいだ い色な ど様々な色に 変化 す るおもしろさ に気づ きました。 常 緑

樹の緑とのコ ントラ スト を含め、身の周 り の短い秋を楽 しんで います。（ＴＡ ） 

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

------------------------------------------------------------------  

み な さ ま の ご 意 見 ・ ご 感 想 を お 聞 か せ く だ さ い 。 下 記 メ ー ル ア ド レ ス ま で お

願いします。  

原則として返 信はい たしませんの でご了 承ください。  

●このメール マガジ ンは、ご登録 いただ きました皆様 に配信 しています。  

●配信の登録 ・解除 ・変更は、  

  http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html  

●このメール の送信 アドレスは配 信専用 です。  

●記事の無断 転載は ご遠慮くださ い。  

------------------------------------------------------------------  

発行：一般財 団法人  大阪国際児童 文学振 興財団  http://www.iiclo.or.jp/ 

〒 577-0011 大阪府東 大阪市荒本北 1-2-1 大阪府立中央 図書館 内  

TEL： 06-6744-0581  FAX： 06-6744-0582  E-mail： office＠ iiclo.or.jp 

------------------------------------------------------------------  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html
https://forms.gle/uL2TpNhMEYWJpnQ9A
http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html
http://www.iiclo.or.jp/

